
中小企業タイムズ（4）第三種郵便物認可　平成20年４月１日（火曜日）

（社）山梨県産業廃棄物協会

湯村温泉旅館協同組合

山梨中央建設協同組合

熱心に研修を受ける事業者

明野廃棄物最終処分場にある浸出水処理施設敷地（調整槽）

ほうとうを振る舞う

熱心に聞き入る参加者

説明を聞く参加者

　
（
社
）
山
梨
県
産
業
廃
棄

物
協
会
（
古
屋
昶
会
長
）
は

去
る
３
月
13
日
、昭
和
町
の

ア
ピ
オ
甲
府
に
て
、参
加
者

１
０
５
社
１
２
５
名
を
集
め
、

『
平
成
19
年
度
廃
棄
物
適
正

処
理
研
修
会
』を
開
催
し
た
。

テ
ー
マ
は
三
項
目
あ
り
、い

ず
れ
も
会
員
の
関
心
が
高

い
案
件
で
あ
っ
た
。

　
一
つ
目
は
、『
明
野
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
管
理
運

営
方
針
等
に
つ
い
て
』
で
、

講
師
は
（
財
）
山
梨
県
環
境

整
備
事
業
団
の
窪
田
敏
男
事
務
局
次
長
。
ま
ず
、
明
野
最
終
処
分
場
の

概
要
に
つ
い
て
、
省
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
遮
水
工
（
浸
出
水
を
漏
水

さ
せ
な
い
も
の
）よ
り
も
強
度
の
遮
水
工
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
を
説

明
し
た
後
、『
廃
棄
物
の
受
入
基
準
の
規
定
案
』や『
受
入
廃
棄
物
の
搬
入

管
理
の
規
定
案
』
に
つ
い
て
紹
介
し
、
参
加
者
と
の
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

　
二
つ
目
は
、『
産
業
廃
棄
物
の
処
理
委
託
に
つ
い
て
』で
、講
師
は
山
梨

県
森
林
環
境
部
環
境
整
備
課
の
上
田
広
樹
副
主
査
。廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
を
中
心
に
、『
二
者
契
約
の
遵
守
』と『
再
委
託
の

禁
止
』に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
三
つ
目
は
、『
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）廃
棄
物
の
処
理
に
つ

い
て
』
で
、
講
師
は
山
梨

県
森
林
環
境
部
環
境
整

備
課
の
菊
島
利
一
副
主
査
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
処
理
に
つ
い
て

の
経
緯
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
措

法
の
施
行
、今
後
の
処
理

方
法
に
つ
い
て
等
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

　
参
加
者
は
各
テ
ー
マ

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

お
り
、環
境
問
題
が
世
界

的
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
現
在
、産
業
廃
棄
物
の

収
集
運
搬
処
理
事
業
者

と
し
て
適
切
な
事
業
を

推
進
す
る
た
め
に
有
意

義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

　
旅
館
組
合
で
は
３
月
１
日
（
土
）
に

ホ
テ
ル
湯
伝
駐
車
場
に
お
い
て
、「
味

噌
づ
く
り
体
験
」
を
実
施
し
、
約
60
名

が
参
加
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、昨
年
甲
府
市
の
主

催
で
、
風
林
火
山
博
の
見
学
、
イ
チ
ゴ

狩
り
も
含
め
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開

催
さ
れ
た
が
、２
回
目
と
な
る
今
回
は
、

旅
館
組
合
が
主
催
と
な
り
、「
味
噌
づ

く
り
体
験
」に
日
帰
り
入
浴
を
加
え
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
。

　
幸
い
に
も
天
候
に
恵
ま
れ
、親
子
連
れ
や
年
配
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
様
々

な
参
加
者
が
あ
り
、昨
年
参
加
し
た
リ
ピ
ー
タ
ー
も
あ
っ
た
。食
の
安
全

に
対
す
る
消
費
者
の
要
求
か
ら
、「
地
産
地
消
」が
定
着
し
つ
つ
あ
る
中
、

地
元
産
の
大
豆
を
つ
か
っ
た
味
噌
づ
く
り
は
好
評
で
あ
り
、日
程
説
明

の
後
、参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
毎
に
分
か
れ
て
、和
気
あ
い
あ
い
な
が
ら
も

真
剣
に
味
噌
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。特
に
、味
噌
玉
を
桶
に
入
れ
る
場

面
で
は
、日
頃
の
ス
ト
レ
ス
の
発
散
と
ば
か
り
、思
い
っ
き
り
桶
に
投
げ

入
れ
る
姿
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

　
味
噌
は
、
１
年
間
保
管
し

た
後
、
配
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
１
年
後
の
完
成
の

日
が
で
楽
し
み
で
あ
る
と

参
加
者
は
話
し
て
い
た
。

　
ま
た
、
味
噌
づ
く
り
体
験

後
は
、
旅
館
組
合
が
地
元
産

の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
入

れ
た
ほ
う
と
う
を
振
る
舞
い
、

参
加
者
は
そ
の
お
い
し
さ

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　
参
加
者
同
士
の
楽
し
い「
ふ

れ
あ
い
」
の
あ
と
は
、
心
地

よ
い
疲
れ
を
癒
す
温
泉
に

入
浴
し
、
有
意
義
な
一
日
を

過
ご
し
て
い
た
。

　
な
お
、
昨
年
の
反
省
を
踏

ま
え
、
温
泉
入
浴
は
、
当
日

だ
け
で
な
く
、
有
効
期
間
を

長
く
し
た
た
め
、
参
加
者
は

思
い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
喜
ん
で
い
た
。

鈴木理事長あいさつ

　
去
る
３
月
18
日

に
甲
府
市
大
津
町「
山

梨
県
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
研
修
室
」
に

お
い
て
、
外
国
人
研

修
生
・
技
能
実
習
制

度
に
関
す
る
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
研
修
会
は
中

央
会
と
将
来
的
に『
外

国
人
研
修
生
共
同

受
入
事
業
』
の
実
施

を
検
討
し
て
い
る

山
梨
中
央
建
設
協

同
組
合
（
宮
川
武
理

事
長
）
と
の
共
催
で

行
わ
れ
た
も
の
で
、
す
で
に
組
合
の
共
同
事
業
と
し
て
『
外
国
人
研
修

生
共
同
受
入
事
業
』
を
実
施
し
て
い
る
山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業
組
合

を
は
じ
め
25
名
（
７
団
体
）
が
出
席
し
た
。

　
当
日
研
修
会
の
講
師
を
務
め
た
の
は
、
外
国
人
研
修
制
度
・
技
能
実

習
制
度
の
専
門
指
導
機
関
で
あ
る
（
財
）
国
際
研
修
協
力
機
構
の
企
業

部
相
談
課
の
大
森
課
長
で
、
〜
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
内
容

と
適
正
運
営
に
つ
い
て

〜
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　
『
外
国
人
研
修
制
度
・

技
能
実
習
制
度
』
の
目

的
を
確
認
し
、
研
修
生

の
受
入
要
件
、
研
修
生

受
入
ま
で
の
手
続
き
の

流
れ
、
外
国
人
研
修
生
・

技
能
実
習
生
受
入
の
留

意
点
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
研
修
会
の
最
後
に
、

山
梨
県
内
の
先
進
事
例

で
現
在
研
修
生
・
実
習

生
を
合
わ
せ
て
50
名
の

受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
、

山
梨
県
ア
パ
レ
ル
工
業

組
合
川
手
理
事
長
よ
り

取
り
組
み
に
つ
い
て
の

話
し
が
な
さ
れ
、
参
加

者
は
聞
き
入
っ
て
い
た
。

（財）国際研修協力機構　大森課長


